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: は じ め に

ナタネは油料資源として重要な作物であるが,我が国に

おいてはその大部分を輸入にたよっている。ナタネの品質

面での育種として,油分含量を高めることは従来からもな

されてきたが,油の1旨肪酸組成に関する改良は近年になっ

て始ったところである。一方,カ ナダやヨーロッパの国々

においては,既に実用的な良質脂肪酸品種が育成され普及

に移されており,我が国においても良質脂肪酸品種の育成

が急がれている。

り分譲を受けた農林登録品種44品種のうち,農林12号を除

く43品種を1984年 9月 に盛岡試験地の圃場に播種し,翌年

採種した自殖種子である。

油分含量は収穫したその冬にソックスレー法によって測

定し,乾物当たりの含量で表示した。

脂肪酸組成の分析は同じく冬にガスクロマトグラフ(島

津CC-7A)を 用いて分析し,各脂肪酸の含量を全脂肪
酸に対する百分率で表示した。

脂肪酸は10種ほど同定されたが,こ こでは含量の比較的

多い 6種類について検討した。

今回,我が国で育成され農林登録された品種についてl・3
3 試験結果及び考察

一時期に栽培し,脂肪酸組成,油分含量等について調査し

たので報告する。                     供試した43品種の各脂肪酸含量 ,油分含量,千粒重の最

小値.最大値,平均.レ ンジ,標準偏差は表 1の とおりで2 試験材料及び試験方法
あった。

供試材料は,農業生物資源研究所ヘテローシス研究室よ

表 1 農林登録品種の脂肪酸含量,油分含量,千粒重の最小値,最大値,平均値等
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脂肪酸組成ではオレイン酸含量は農林16号の97%か ら  の含量が高い傾向にあった。また,油分含量は中部地方の
農林10号の198%ま で, リノール酸含量はアプラマサリの  ものが他のものに比べて低く,千粒重は東北地方のものが
129%か らタイセツナタネの217%ま で, リノレン酸含量  高い傾向にあった。
はミホナタネの 94%か ら農林13号の 147%ま で,エルシ   次に,各脂肪酸間の相関関係をみると表 2の とおりであ
ン酸含量はタイセツナタネの296%か ら農林16号の510%  り,エルシン酸はオレイン酸,リ ノール酸 ,エ イコセン酸
まで分布していた。標準偏差の最も大きい脂肪酸はエルシ  と高い負の相関があり,エルシン酸の含量の高い品種では
ン酸であり,最も小さいものはパルミチン酸であった。   これら脂肪酸の含量が低いことを示した。また,オ レイン

油分含量は農林 2号が最も低く372%,ア プラマサリが  酸はリノレン酸,エ ルシン酸と負の,エ イコセン酸と正の
最も高く490%で あり,その差は■ 8%であった。千粒重  高い相関が認められた。リノール酸はパルミチル酸と正の
は農林 8号が最も低く298夕 ,ム ツナタネが最も高く686  エルシン酸と負の相関が,リ ノレン酸はパルミチン酸と正
夕でその差は388夕 であった。次に,それぞれの品種が育  のオレイン酸,Iイ コセン酸と負の相関が認められた。
成された場所を大きく東北 ,中部,九州の 3地域に分類し,    油分含量はリノレン酸とのみ負の相関が認められ,千粒
調査した形質についてみたところ,中部地方で育成された  重はどの形質とも相関は認められなかった。
品種はオレイン酸の合量が低く, り′レン酸,エルシン酸   日本のナタネはヨーロッパの品種に比較してオレイン酸
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1′ゆレミチン酸 2オ レイン酸 3リ ノール酸 4リ ノレン酸 5エイコセン酸 6エルシン酸 7

1パルミチン酸
2オ レイ ン酸
3リ ノール 酸
4リ ノ レン酸
5エイコセン酸
6エ ル シン酸
7油 分 含 量
8千  粒 重
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1

-07086ホ *

0 2867
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1

-01184
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1
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注. ホは5%水準, **は 1%水準で有意であることを示す。

表 2 脂肪酸, 油分含量,千粒重間の相関係数

の含量が低く,エルシン酸の含量が多いなど,脂肪酸組成

をやや異にしているが,各脂肪酸間の相関関係については

他の研究結果とはぼ一致した
1)。
ナタネ脂肪酸の合成経路

は,パルミチン酸 (16:0)→ ステアリン酸 (18:0)―
エイコセン酸 (20:1)→ エルシン酸 (22:1)と 炭素数
が多くなる方向への経路と,ス テアリン酸 (18:0)―オ
レイン酸 (18:1)→ リノール酸 (18:2)→ リノレン酸

(18:3)と 不飽和度が増す方向への経路があるとされて

いる。したがつて,最終的にどんな1旨肪酸の比率で安定す

るかは品種や栽培条件等によって異なるものと考えられる。

ある品種はエルシン酸の方向へ,ま たある品種はリノレン

酸の方向へ進む。そのため一方の経路上の脂肪酸と他の経

路上の脂肪酸との間に一定の相関関係がみられるものと思

われる。

次に,これら調査した形質を用いて主成分分析を試みた。

その結果,第 1主成分にはオレイン酸,リ ノレン酸,エイ

コセン酸,エルシン酸の含量が,第 2主成分にはパルミチ

ン酸,リ ノール酸,リ ノレン酸,エルシン酸が,第 3主成

分には千粒重,油分含量が大きく関与していた。この第 1

主成分をX軸 ,第 2主成分をY軸としてそれぞれの品種を

プロットしたのが図 1である。

これによると,X軸の右方に位置している品種はエルシ
ン酸,リ ノレン酸の含量が高く,オ レイン酸,エ イコセン酸

の合量が低いもの,左方はその逆のものを表しており,ま
た,上方に位置している品種はパルミチン酸, リノール酸

が高く,エルシン酸が比較的低い品種を, 下方はその逆の

品種を表している。したがつて,左上方のものはエルシン

酸含量が低く,オ レイン酸,エ イコセン酸,パルミチン酸,

リノール酸の含量の高い品種を表している。ここに位置し

ているタイセツナタネは農林登録品種の中では最もエルシ
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図 1 主成分分析による品種分類

ン酸の含量が低く, リノール酸の含量が高い品種である。

また育成地別にみると,中部地方で育成された品種は右

方に多く位置しており,エルシン酸が高く,エ イコセン酸 ,

オレイン酸が低いことがわかる。

このように主成分分析によってそれぞれの品種の脂肪酸

組成の特徴を表すことができ,こ れ′によって品種分類がで

きるが,これも脂肪酸合成経路と関係しており,第 1主成

分はオレイン酸→エイコセン酸→エルシン酸という炭素数

が多くなる方向を表しており,第 2主成分はパルミチン酸

からリノール酸―リノレン酸と不飽和度が増す方向を表し

ていると言える。
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